


平坦面が入り込

んだいわゆる湾

入地形となって

いる。その北側

にはカルデラ床

の平坦面が広が

る。
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「
調査地付近の模式図

表－1放射性年代測定結果
口瀬付近に分布する中央火口丘

群の溶岩の分布から火口瀬のせ

き止めは幾度か繰り返されたと
TELEDYNEBROWNENGINEERINGEnvironmentalServises

考えられる。

この場所の北側に広がる平坦地の地下には、阿蘇黄土とともに堆積している。

約7万年前から数千年前にかけて幾度かにわ埋もれ木の産出地点の北東側には本塚、北

たって形成されたカルデラ湖の湖成堆積物が 塚、灰塚（総称してニベ塚）の3つの小高い

分布する。この付近にはそのうちカルデラ湖丘がみられる。これらは今からおよそ4．6万

末期に形成されたと考えられる沼沢地性の泥年前に活動したデイサイトからなる火山であ

炭層が分布する。る（松本ほか、1991)o当時はカルデラには

また、この付近から北側一帯には、やはり湖の水がたたえられていたことがニベ塚の溶

湖の時代に沈澱、堆積した“阿蘇黄土”と岩に水中溶岩が存在することから明らかであ

呼ばれる褐鉄鉱層が分布する。そのため付近る(WatanabeandKatsui,1976)。

一帯の土壌も黄褐色を呈しており、この西側産出地点の東側、南側、西側を取り囲む中

の“赤水”という地名の由来ともなってい央火口丘の丘陵部分は、往生岳から噴出した

る。埋もれ木群が発見された付近にも、カル溶岩からなる（小野・渡辺,1995)。

デラ湖末期と考えられる沼沢地性の泥炭層が
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SampleNumber Sample -sc AgeinYearsB.P.

1-18,130 AS-687 193±8 1,720±80



写真一②ケヤキの巨木が出土した付近の

状 況

4．放射年代値について

埋もれ木の炭化の著しい部分を採取し、テ

レダイン・ジャパン社に放射性炭素年代測定

を依頼した。その結果、1,720±BOY.B.P.

の値を得た（表-Do

小野・渡辺（1995）によれば、往生岳溶岩

の噴出年代はそのすぐ上位に発達する黒土層

の年代測定から“1,740±100年前より少し

古い”という結果が示された。また、宮縁・

渡辺（1997）は仙酔峡付近の鰯頭で往生岳噴

出のスコリア層の上位の火山灰層中に発達す

る黒土層から2580±60年の年代を得ているこ

今回得られた年代値は、宮縁。渡辺（1997）

の年代より若干若い値である。しかし、今回

の資料はその採取地点も異なり､､往生岳溶岩

に直接灼かれた樹木からの年代測定値である

ので、あえて公表しておきたい。

5．今後の課題

今回発見された埋もれ木に関しては、さら

に調査が行われれば阿蘇火山の噴火史のみで

なく、有史以前の周辺の環境を知る手がかり

を得ることができる。例えば、木の種類、樹

齢などを調べることによって当時の植生がわ

かり、そのころの環境を知る資料が得られる

ことが期待される。また、年輪のなかに火山

活動の影響が現われてくる場合も考えられるc

阿蘇で出土した大型の樹幹は、残念ながら

広葉樹であった。年輪年代学を研究している

－4－

写真一③掘り出されたケヤキの巨木

奈良国立文化財研究所の光谷拓実氏によれば、

広葉樹は遺物として出土するケースが少ない

ため年輪年代学が確立されておらず、年代決

定に生かすことができないとのことである｡

現在約3300年前まで年輪パターンが確立さ

れている杉や桧などが今回の産出地点を始め

周辺地域で発見されることを期待したい。
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